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危機でなにが起こっているのか（１）

・供給ショックx需要ショック→所得・雇用ショック

・危機の政治的ショック

反グローバル主義（ナショナリズム）

米中対立

→ 「一極」から「二極」？

「一極」から「無極」（Gゼロ）？

信頼性の問題（どちらも信頼されていない）

・不確実性の高まり
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危機でなにが起こっているのか（２）

社会契約（黙契）の見直し
先進国：「豊かで自由で安全な生活」

アングロサクソン・モデル：「豊かで自由な生活」
個人の自由と「市場」重視

日本・欧州モデル：「豊かで自由で安全な生活」
「豊かさ」「自由」「安全」のバランスの取り方

→ 財政出動 x 行動規制
日本では国（行政機構）の能力が問われている

（国際的関心は高いが、ほとんど説明できていない）
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危機でなにが起こっているのか（３）

米国：

大統領選挙

社会契約をめぐる二つの対立の深刻化

・「人種差別」の問題

（国は社会契約を守っていないではないか？）

・「自由」vs 「安全」（公共財）

政治連合の再編成

・２〜３期→１〜２期？
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危機でなにが起こっているのか（４）

新興国：「豊かで安全な生活」
→ 「豊かさ」と「安全」のトレードオフ

感染拡大封じ込めの前に行動規制を緩和
政治の安定の鍵：「豊かな生活」への期待に応える

→ 現金給付、企業支援
マクロ経済安定：実質金利・為替・資金流出
債務と「一帯一路」（←低金利下のインフラ投資）

→ サプライチェーン再編への対応
危機が経済的に深化すると、政治も危機に陥る
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アジアの場合

膨らんだ期待（revolution of rising expectation）

曲がり角に来た政治体制

・成長減速と再配分

民主主義の変容：多数派主義（インドネシア、フィリ
ピン、インド）

多数派主義への反発→権威主義（タイ）

・政治は次の危機に耐えられるのか？

「安全」と「豊かさ」：応えられないと危機に陥る

フィリピン vs. インドネシア
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1-3 増大する期待の革命：一人当たり実質国内所得（各国通貨建） GDP per capita, constant prices (local currencies)

所得の伸び

1996 2005 2006 2015 1996-2005 2006-2015

中国 8,916 18,251 20,460 43,074 205 211

韓国 14,852,807 21,486,890 22,489,819 28,906,439 145 129

インドネシア 21,404,547 23,091,989 24,019,723 35,140,028 108 146

マレーシア 21,563 24,899 25,942 34,284 115 132

フィリピン 44,245 52,560 54,228 74,203 119 137

シンガポール 40,838 54,568 57,572 70,704 134 123

タイ 89,141 105,117 109,533 137,588 118 126

ベトナム 11,912,923 19,281,532 20,399,433 31,369,228 162 154

カナダ 37,344 46,652 47,396 49,357 125 104

米国 39,176 48,070 48,887 50,836 123 104

フランス 26,864 31,548 32,067 32,427 117 101

ドイツ 26,328 29,325 30,507 33,869 111 111

イタリア 25,107 28,163 28,634 25,450 112 89

オランダ 29,920 36,323 37,542 38,429 121 102

スペイン 18,412 23,483 24,080 23,110 128 96

英国 20,763 26,275 26,819 27,483 127 102

日本 3,717,615 3,944,525 4,011,484 4,164,500 106 104

IMF, World Economic Outlook Databaseから筆者作成
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感染症と行政能力

⚫ 財政政策はとりやすい状況

⚫ 保健衛生分野の行政能力は高いとは
言えず、対応に苦慮

⚫ 新型コロナへの対応においても、もと
もとの行政能力の違いを反映
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東南アジアの場合

二つの「社会契約」、二つの「未来」

・曲がり角に来た政治体制？

民主主義の変容→多数派主義（インドネシア、フィリピン）

多数派主義への反発→権威主義（タイ）

・政治はいま、そこにある危機に耐えられるのか？

Temuan Survei Nasional: 16-18 Mei 2020

TREND OF NATIONAL ECONOMIC CONDITIONS
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Perception of the economic condition is the worst since 2004. 
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In the last three months the majority of the public considered the economic condition of households to be worse than the 
previous year, at 83.7%.
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危機でなにが起こっているのか（５）
中国：

２０２２年の党大会へ向けて：安全と豊かさの強調

・感染症初動の遅れ → 党内論争？

・香港「国家安全法」導入

香港か、深圳か

← 習近平 vs 朱鎔基、胡錦濤？

中長期：資源配分の問題

軍事強国・勢力圏構築とセーフティネット整備

「一帯一路」と債務

China vs. Chinese？ どのくらいの時間の余裕があるのか？

国内が難しくなれば、外で強硬になる

← 「大国主義」x「自閉症」（他国の反応が全くわからない）
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米中対立（米国から見ると）
２０１７安全保障戦略

中国（とロシア）の挑戦（現状変更勢力）

前提：中国はいくら成長しても民主主義と市場経済にはならない

現状判断： 地域覇権を目指している

先端新興技術分野における優位を目指している

「途上国大国」＝WTO「ただ乗り」

争点： 「自由で開かれた」インド太平洋（南シナ海、台湾）

先端新興技術：安全保障と産業の鍵

貿易・投資・「援助」：「一帯一路」勢力圏構築

「ブレトンウッズ II 」の事実上の見直し

20



米中対立 中国から見ると
基本的判断

：世界の趨勢は「中国夢 China Dream」実現の好機

：中国はこれからも台頭する、米国は衰退する

：米国中心システム（通商、通貨・金融）に free ride できる

：少子高齢化の未来

転機 ：２００８年の世界金融危機

→「韜光養晦」戦略から自己主張へ

G2提案＋周辺外交（勢力圏構築・「一帯一路」

「中国はどんな国よりも大きい」（「帝国」的ルール作り）
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危機の時代のアジア
内政と外政

内政： 「安全」と「豊かさ」という国民の期待に応えられるか？

（応えられないと）政治危機→社会契約（黙契）の見直し

課題の移行：感染症封じ込め→経済対策

外政：安全保障と経済成長、いかにバランスさせるか？

韓国 vs. 台湾

東南アジア ベトナム ＋島嶼部 vs. 大陸部

インド

米中対立に関連して言うと：

→ 自分たちの地政学的役割は限られている→いかに「漁夫の利」を取るか

→「一帯一路」プロジェクトは再交渉できる（？）

→ 技術優位をめぐる対立は自分たちとは関係ない

→ 5G導入におけるファーウェイとの連携
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政策的インプリケーション

（１）脅威の変化→シーレーン安全保障（＋台湾）

→基礎科学・新興技術

（２）日本の輸出：中国・香港 24%、米国 19%、ASEAN 16%、
EU 11% (2018)

（３）成長するアジア→いかに free and open を維持するか？

（４）意思決定を実行できる国家の能力

感染症対応

マイナンバー

安全保障技術管理（classified research、research integrity）
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危機にどう対応するか？

中国への期待と反発

米国への期待（ゼロ）

vs. 日本への信頼

いかに信頼に応えるか？

24


